
 

子 ど も ・ 子 育 て 会 議 資 料 

令 和 ５ 年 ７ 月 ２ ４ 日 

子ども未来部子ども未来課 

教 育 振 興 部 学 校 支 援 課 

 

 

幼稚園等に通園する児童の給食無償化への実施等について 

 

１ 要  旨 

幼稚園等の給食費無償化を本年４月に遡及したうえで、恒久的事業として実施する。 

 

２ 内 容 

  ① 区立幼稚園   ・・・月額４，５００円を補助する（８月を除く）。 

    ② 区立認定こども園・・・月額４，５００円の給食費を無償とする。 

  ③ 私立幼稚園・私立認定こども園 

           ・・・月額５，０００円を補助する（８月を除く）。 

   

   ①及び③については、幼稚園や認定こども園が給食を提供する回数にかかわらず、

一律の金額を補助する。 

   なお、夏季休業日が多い８月については、保育の必要性認定の下で施設を利用し

た日数に応じて補助を行うこと等を予定している。 

 

３ その他 

令和５年４月から実施している区立小・中学校の給食費完全無償化についても、恒

久的事業に位置付ける。 
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子 ど も ・ 子 育 て 会 議 資 料 

令 和 ５ 年 ７ 月 ２ ４ 日 

子ども未来部児童相談所開設準備担当課 

子ども未来部子ども家庭支援センター 

教育振興部教育総合相談センター 

 

 

仮称北区児童相談所等複合施設新築計画図（ブロックプラン）について 

 

 

１ 要  旨 

  本施設の設計にあたっては、令和 3～4 年度に公募型プロポーザル方 

式により設計業務受託者を選定し、これまで建築物の機能と空間構成を 

具体化する基本設計を進めてきたところである。 

本ブロックプランは、建物の構造・規模・配置計画とともに、各所 

要室の配置構成を表す平面計画図及び各階のかかわりを示す断面計画図 

など、新たに建築する児童相談所等複合施設の基本となる計画をまとめ 

たものである。 

 

２ ブロックプラン策定の経過 

  平成３０年１２月 旧赤羽台東小学校施設跡地の利活用計画策定 

令和 ２年 ７月 北区児童相談所等複合施設基本構想を策定 

令和 ３年１２月 北区児童相談所等複合施設基本計画を策定 

令和 ４年 ５月 公募型プロポーザル方式により設計業務受託者

（㈱隈研吾建築都市設計事務所）を選定 

 

３ 建物概要 

  別添「仮称北区児童相談所等複合施設新築基本設計説明会」のとおり 

   

４ 今後の予定 

令和６年３月 設計業務委託完了 

令和６年９月  区議会第 3 回定例会に新築工事請負契約議案を提出 

令和６年９月 工事請負契約の議決を受け、新築工事に着手 

令和８年夏頃  建物竣工 

  令和８年度末 児童相談所開設 
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子 ど も ・ 子 育 て 会 議 資 料 

令 和 ５ 年 7 月 2 4 日 

子ども未来部子どもわくわく課 

 

児童館･子どもセンター･ティーンズセンターにおける 

子どもなんでも窓口の取組みの開始について 

 

１ 要  旨 

区内 20 館ある児童館･子どもセンター･ティーンズセンターにおいて、

地域の身近な施設である強みを生かし、既存の子育て支援機能を拡充し

て、子ども･子育てに関してなんでも問い合わせ等のできる機能を担って

いく。 

なお、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援の充実に向けて、

将来的な目指すべき情報提供･相談体制の検討を関係部課とともに進め、

実現可能な取組みについて順次実施していく。 

 

２ 令和５年度からの機能拡充 

（１）子ども･子育て相談事業 拠点８施設 → 全館（20 館）  
・従前の「子育て相談」から、「子ども☆子育て相談」へ変更。  
・保護者からの相談に加え、小中高校生本人からの悩み相談を充実。  
・専門相談員（心理）について、従前の拠点８館体制から、派遣対応を

拡充して全館体制へ変更。  
・従前の来館･電話に加え、オンライン（LINE･ZOOM）を活用。  

 
（２）育児応援事業「はぴママひよこ面接」 12 館 → 全館（20 館） 

・生後６か月までの子どもの保護者を対象に、出産後の育児不安を軽

減し、安心して子育てができるよう、相談事業とともに全館で実施。  
 
（３）利用者支援事業「子育てナビ」 ４館試行 → 全館（20 館）  

・子ども家庭支援センターが実施している「子育てナビ」を、全館で実

施（令和５年７月中）。  
・情報提供機能のほか、子ども･子育てに関する各種手続きの問い合わ

せに対し、タブレット等を活用して、保護者に寄り添って案内でき

る体制を構築。  
※子育てナビ…子育て家庭や妊産婦のニーズに合わせて、幼稚園･保育

園などの施設や地域の子育て支援事業など、情報の提

供を行う。  
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３ 今後の予定  
令和５年７月中 館内窓口の環境整備 

 東京都認定の子育て支援員研修の受講手続き（順次） 

子どもなんでも窓口を全館開設 
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